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２０２４年夏は日本語学級から１０名の子ども達と学級の先生が青少年交流事業で来県

しました。帰国後、子ども達は後輩の指導もしているようです。日本語学級恒例のクリス

マスパーティを楽しんだ様子を送ってくれました。 

日本語学級の子ども達元気です！ 

日本語学級で学習している

様子です。 

 鳥取に来る子どもは日本語

検定Ｎ５合格が条件ですが、

鳥取からモンゴルに帰った子

どもの中にはＮ４に挑戦して

合格した子もいます。いつも

２０数人が通っています。 

 子ども達が互いに教え合う

様子を見たオトゴンチメグ先

生が、４人で向き合う席の配

置を考えました。 

 第15回モンゴル友好交流の翼を実施。参加者募集中！ 
2025年7月19日（土）～26日（土） 鳥取空港及び米子空港発着 

詳細はチラシをご覧ください 
 

 

日本語学級の本棚

には日南町から2024

年 3月に寄贈された

絵本や漫画。2000冊

を入れ替えながら設

置。子ども達の人気

コーナーです。 
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鳥取県とモンゴル中央県は、１９９７年に両県による友好交流の覚書を交わしました。その翌年に

民間の友好交流団体として当協会を設立しました。交流のきっかけを新聞記事でご紹介します。 

 

１９９４年６月２８日付け日本海新聞  

鳥取県とモンゴル中央県との交流の始まり 
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友好交流の翼では、毎回、ウランバートル郊外にあるダンバダルジャ―日本人墓地跡参拝と記

念植樹を行います。今年の翼では、日本人抑留者が強制労働で建設した公共施設を見学する予定

です。関連記事をご紹介します。 
１９９４年１１月２５日付け 日本海新聞 
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 ２０２４年１２月９日（月）～１４日（土）の日程で、県が毎年実施している人材育成の行政研修

があり、モンゴル中央県管理部から２名女性の研修生が来県しました。 

１２月１２日（木）に当協会が歓迎の懇親会を開催しました。 

 

会場の米子ワシントンホテルで集合写真 

 

 

モンゴル中央県行政研修生と懇親会 

２０２４年１１月１０日（日）に倉吉市伯

耆しあわせの郷でくらよし国際交流フェステ

ィバルが開催され、食べ物ブースにモンゴル

ではお馴染みのホーショールの揚げたてを販

売しました。 

モンゴルから研修で来県していた若者数人

が「美味しい！」とお代わり。楽しい交流が

できました。 

モンゴルの他、米・仏・ベトナム・モロッコ・韓国

など世界各国の食べ物が販売されにぎわいました。 

＜石黒理事あいさつ＞ 
 

『鳥取県は日本で１番人口が少ない

県ですが、総理大臣、全国知事会会長

を担うなど、日本をリードする要人を

輩出している県です。』 

 

研修生２名は出された料理を美味し

い美味しいと全部たべられましたが、

カニを食べていただくことができず、

少し残念でした。 

また、重いのにモンゴルのお土産を

沢山頂きました。ウオッカ、チョコレ

ート、可愛らしい小さな馬頭琴など。 

 

ホーショール 
 

中に肉と玉ねぎ

が入っていま

す。 
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